
お囃子と歓声が響き渡る

1力強く曳き廻す
2笑顔はじける総踊り
3ちょうちんがともった山車を

成田祇園祭　 7/10～12

　夏の一大行事「成田祇園祭」が成田山新勝寺や表参道を中
心に開催されました。大本堂前での安全祈願と総踊りを皮
切りに、10台の山車・屋台が3日間にわたって表参道とそ
の周辺を巡行。夜にはちょうちんでライトアップされた山

車・屋台が曳
ひ
き廻
まわ
され、まちを彩りました。最終日には最

大の見せ場である「総引き」が行われ、仲町の坂を次々に勢
い良く駆け上がる勇ましい姿に、見物客は大いに盛り上
がっていました。

協定書を手に

非常時の暮らしを支える
　本市と株式会社カインズは「災害時における生活物資等の供給協
力に関する協定」を締結しました。この協定は、災害が発生した場
合に本市からの要請で、市内の店舗などから食料品・寝具といった
生活に欠かせない物のほか、育児用品や口

こう
腔
くう
ケア用品などの供給が

されるものです。この協定締結により、災害時における市民生活の
安定につながることが期待されます。

災害時における生活物資等の供給協力に関する協定　 7/1

ころんとかわいい緑のインテリア
　季節の山野草を飾って、緑に親しんでもらおうと「苔玉作り教室」
が大栄公民館で開催されました。クチナシの根をコケで包み込み、
糸で固定して形を丸く整えると、両手に収まるほどの苔玉が完成。
講師から水やりのポイントや手入れの仕方を教わった参加者の一人
は「インテリアとして楽しみながら大事に育てたい」と笑顔で話して
いました。

苔玉作り教室　 7/3

丁寧に貼り付ける
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Machi ReportNarita
マークがあるイベントは成田市公式YouTubeチャ
ンネルで動画が見られます。右のQRコードからア
クセスして、当日の様子をお楽しみください。

成田まちレポ！
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※ ・ ・ マークが付いたイベントは、Facebook・Instagram・Xでも配信しています。



世代を超えてにぎやかに

1口を大きく開けて
2大人も子どもも真剣勝負
3お題の人を見つけてゴールへ

めちゃくちゃ楽しい運動会　 6/28 

　年齢に関係なく体を動かして楽しんでもらおうと「め
ちゃくちゃ楽しい運動会」が重兵衛スポーツフィールド中
台体育館で行われました。この日参加したのは0～88歳の
66人。3つのチームに分かれて、靴飛ばしや借り人競走、

じゃんけん大会などさまざまな種目でチームの合計得点を
競いました。得点するたびに歓声が上がるなど、参加者は
和気あいあいとした雰囲気の中、笑顔で競技を楽しんでい
ました。

左から関根さん、根本さん、田中さん、山本さん

力を合わせて命を救う
　成田空港のセルフチェックインカウンター前で倒れた、心肺停止
状態の男性を迅速・的確に連携して救った山

やま
本
もと
恭
きょう
嗣
じ
さん、田

た
中
なか
晶
あき
さ

ん、関
せき
根
ね
紀
のり
子
こ
さん、根

ね
本
もと
美
み
保
ほ
さんに消防長から感謝状が贈られました。

急病人の知らせを聞きつけ、山本さんが119番通報し、田中さんと
関根さんがAEDを手に現場へ。居合わせた根本さんとともに胸骨
圧迫などの救命活動を行ったことで、男性は一命を取り留めました。

人命救助感謝状贈呈式　 7/7

機体の構造を学ぶ

空飛ぶ仕組みに興味津々
　飛行機をより好きになってもらおうと「ボーイング社特別授業」が
三里塚小学校で行われました。飛行機が離陸する瞬間や並んで飛ぶ
迫力ある映像が流れると児童からは大きな歓声が。また、ビニール
袋を熱気球のように飛ばす実験やクイズを通して、浮力や揚力につ
いても理解を深めました。児童からは「飛行機が飛ぶ仕組みが分かっ
た」「将来飛行機を作ってみたい」などの声が聞かれました。

ボーイング社特別授業　 7/6
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SNSでつながろう
市では、イベント情報や緊急情報など、
皆さんの役に立つさまざまな情報をSNS
で配信しています。 成田市広報メディア推進課Facebook成田市LINE 成田市広報メディア推進課Instagram

＃なりたさんぽ
成田市公式X
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